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 「自立」を考える学校づくり 
創立 63 年目を迎えた本校の今年度の重点目標は「中学生としての自立を考える」です。

生徒を〈認め〉・〈任せ〉・〈伸ばす〉 をキーワードに日々の教育活動を実践し、「自分なら

できる」という自己効力感を高めることで、生徒の成長を支えていきたいと考えています。 

今年度は、４年ぶりに全校生徒が一堂に会して合唱コンクールを開催することができま

した。「自分たちのことは自分たちで」を実践する場として、実行委員を中心に準備を進め、

各クラスとも朝や昼休み、放課後の時間を利用して自主的に練習を積み重ね、当日は素晴

らしい合唱を披露し合うことができました。 

このように、「自分たちのことは自分たちで」 

という意識は、行事や部活動などの日々の学校 

生活の中で、また、ジュニアリーダーズを中心 

に地域の行事等のボランティア活動における、 

生徒の自主的・自発的な活動へと繋がってきて 

いると感じます。 

今後も、中学生としての自立を考える学校づ 

くりを通して、生徒同士の絆づくりの場を大切 

にしながら生徒一人一人の成長を支援していき 

たいと考えています。 （文責 校長） 

「Mito16 中学生安全サミット」開催 
本年 12 月に本市で「Ｇ７ 茨城水戸内務・安全担当大臣会合」が開催されることに先立

ち、11 月 12 日（日）、水戸市民会館において「Mito16 中学生サミット」が開催されまし

た。市内の中学生の代表者が一堂に会し、「私たちの未来へ『声のバトンをつなげ』」とい

う副題のもと、「身近な生活の中で、自分たちにとって安全な生活とは何か」を具体的に考

え、提案する機会となりました。 

本校からも、学校代表として２年生４名が参加しました。提案したテーマは「わたした

ちの未来が『笑顔』でいられるために」。内容は、本校生徒の 94％超が所持する携帯電話、

スマートフォン、タブレットの使い方、特にＳＮＳについて、安心安全に使うための心構

え等についてです。本校の生徒の未来が「笑顔」であふれていることを期待します。 

 

１年生「水戸探訪」２年生「職場体験」お世話になりました 
      保護者の皆様には、お弁当の準備や集合場所への送迎、持参 

物の準備等、大変お世話になりました。お陰様で、生徒たちは 

有意義な時間を過ごすことができました。活動の様子について 

は、後日お知らせいたします。 

ふれあい 
 


